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１．はじめに

こども食堂と地域を元気にするために、様々な方法が必要
こども食堂を多くの人に利用してもらうために、

チラシやホームページ掲載の他にもスマホアプリや各種サービスの開発や、利用を促すことも必要です。
そのためコンピュータが判読しやすい状態、つまり、アプリ開発者が活用できることが必要です。

これをオープンデータ化といいます。
こども食堂の運営者の皆さまへの負担や手間はありません。
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こども食堂で
地域を元気に！

こども食堂を
たくさんの人に

知ってもらいたい！
行政のホームページに情

報を公開

チラシやSNSにて
情報を公開・拡散

アプリ等をつくり
情報を公開

コンピュータがみて
わかりやすい情報
（オープンデータ）

【方法】 【必要なもの】

人がみて、わかり
やすいチラシ等

人がみて、わかり
やすいチラシや情報

人がみて、わかり
やすいチラシや情報

【想い】 【願い】

来てほしい人に
こども食堂の情報を

届けたい！



２．こども食堂を知るきっかけを多様に

・チラシ、SNSやホームページをみて
・知り合いに教えてもらって
・たまたま近くを通って
・イベントで出会って

・アプリ等を利用して
公開しているこども食堂のデータをコンピュータがわかりやすい状
態に変換（オープンデータ）し、その情報を使って、こども食堂に関
するアプリや各種サービスの開発が進む

→アプリ開発のため、公開されているデータがコン
ピュータがわかる形式のものへ変換することが必要

https://soco-st.com/
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オープンデータ化により、こども食堂へ行きたい人に情報を届けたり、
来てほしい人に知ってもらうための方法を多様化することができます

これまでは・・・ これからは・・・

➕

https://soco-st.com/


（参考）こども食堂情報をオープンデータ化している自治体の公開例

埼玉県 神奈川県

坂井市
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・県や市がこども食堂の情報をとりまとめ、
　オープンデータ化しつつある。
・「公開」においては各こども食堂の方に
　許可を得てから公開している。
　→運営者の皆様の許可が必要



３．改めて、オープンデータとは？

● ホームページ等に情報が掲載されているだけでは、オープンデータではありません。
● 情報の項目や形式を統一することで、誰もが情報を活用しやすくなります。
● また、官民データ活用推進基本法（平成 28年法律第103号）において、国及び地方公共団体はオープンデータに

取り組むことが義務付けられました。
オープンデータへの取組により、国民参加・官民協働の推進を通じた諸課題の解決、経済活性化、行政の高度化・
効率化等が期待されています。 5



こども食堂運営者を想定すると、より細かい説明が必要そう

３．オープンデータとは？

より具体的にご理解いただくために、「よくいただくご質問」をもとに、詳しくご説明していきます。
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よくいただくご質問とかにタイトルを設定

３．オープンデータとは？
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４．オープンデータを公開することで期待できること

各自治体や県社協のホームページにこども食堂の情報が公開されていることは多いが、

掲載されている情報が統一されておらず、更新時期にもばらつきがあり、

中には古い情報がそのまま掲示されている場合もある

課 題

こども食堂情報を  共通化されたデータフォーマット に入力し、

オープンデータとして公開 する
解決策

「情報」を見る人にも、入れる人にも

読む機械（コンピュータ）にもやさしくなり  利活用が進む

すべての子どもが、こども食堂にアクセスできるための情報インフラが整う

こども食堂だけでなく、こどもの居場所を包括した情報のオープンデータ化に

取り組んでいくことが必要と考えています。
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４．オープンデータを公開することで期待できること（活用例）

https://www.nhk.or.jp/shutoken/shutobo/20230110a.html
NHK首都圏ナビより

活用したオープンデータ：浸水の深さに関するデータ
作成者：東京海上日動

オープンデータを活用して、既に様々な活用例が誕生しています。

事例① 事例②
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全国の保育園・幼稚園・小学校・中学校の情報を無料で提供する、日本最大級の学
校教育情報データベースサイトを開発。各学校の学区、児童生徒数、使用教科書な
ど、客観的事実とデータに基づくリアルな学校情報を提供。

①地域の学校の客観的な情報が、同一の基準と統一的フォー  マットで、全国
　どこからでもアクセス可能となった。  
②データはグラフや地図で視覚化され、鮮度も明確になり、学校選びのために
　使いやすい情報となった。  

活用したオープンデータ：子育て施設一覧、小中学校通学区域情報など
作成者：株式会社ガッコム

https://www.nhk.or.jp/shutoken/shutobo/20230110a.html


５．こども食堂情報が、オープンデータとして公開されると期待できること

②運営者自身が簡単に情報を入力 /編集できる
　こども食堂の Webマップ
　

①食材をあげたい人ともらいたい人を、
　簡単にマッチングするアプリ

埼玉県では、こども食堂情報が既にオープンデータとして公開されています。
2023年9月に開催された、こども食堂情報のオープンデータの活用アイディアを出し合うイベント
「アイディアソン・ハッカソン」 ※を実施し、成果として下記のようなアイディアが生まれました。
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※主催　　　　：認定NPO法人全国こども食堂支援センター・むすびえ
　企画/運営協力：アイパブリッシング株式会社
　協力　　　　：埼玉県こども食堂ネットワーク、武蔵野銀行、 LINE株式会社、サイボウズ株式会社
　後援　　　　：埼玉県）



５．こども食堂情報が、オープンデータとして公開されると期待できること

一部の地域で、オープンデータを活用し、
「こども食堂 MAP」へ反映しています。

アプリ作成のために活用したオープンデータ：浸水の深さに関するデータ・浸水が継続する
時間の予測データ
作成者：大手コンビニチェーン
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9132
7,108

約8割



※こども食堂運営者の皆さまには、掲載の可否をお伺いします。回答にご協力をお願いします。

スライドタイトル入れる

６．オープンデータ作成のための手順

下記の①〜⑥の手順により、
自治体（都道府県・市町村）がオープンデータを作成・公開する流れとなりま
す。
こども食堂の運営者の皆さまには、②の手順においてご協力をお願いいた
します。

12



（参考）「③公開するデータの作成」方法の一例

福井県坂井市では、こども食堂運営者の皆さんにご参加いただき、「なるほどデータ作成・こども食堂編」ワークショップを開催しました。
当日作成したデータは、2023年7月7日に坂井市ホームページにて「オープンデータ」として公開されました。

公開データの作成にあたり、こども食堂運営者の皆さまと一緒に
ワークショップ形式で作成した他自治体の事例。
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※主催：むすびえ、企画運営：一般社団法人コード・フォー・ジャパン様 /アイパブリッシング株式会社様



（参考）ワークショップ参加者の皆さんの声
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本ワークショップは、
「オープンデータって何？」「公開されたらどのように活用されるの？」
を学んだ後に、自分たちでこども食堂のオープンデータを作ってみようという企画です。

当日は、こども食堂運営者や自治体職員、社会福祉協議会議員など合計約 30名が参加されました。

まずはこども食堂の運営者の参加者の皆様自身がフォーマットにこども食堂情報を入力。

このようにオープンデータ登録をすることで、
地図が完成し、こども食堂がどこにあるのかわかりやすくなり、
こども食堂に行きたい人は行ける環境を作ることができることを、こども食堂運営者の皆様と
実際に体験しました。

ご参加いただいた方からは以下のような声をいただきました。

「こども食堂（居場所）の情報って、アナログな発信がほとんどな中、
　新しい流れにワクワクしました！」

「たくさんの方に知ってもらう、とても意義のある取り組みですね！」



実際に公開されているエクセルかcsvの画像を追加
どんな項目があるかが分かる方が良さそう&項目を全て埋める必要はないことも伝えら
れると安心できそう

（参考）こども食堂情報のオープンデータ項目一覧

※すべての項目を埋める必要はありません。名称・名称 _カナ、開催場所住所のみが必須項目です。
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